
 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２７年１２月２２日発行 

１２月号 

発行責任者 紺野 宗作 

 ２学期が無事終了しました。９月・校内水泳記録会、鼓笛パレード、１０月・石井っ子発表会、

１１月マラソン大会・・・と学校行事を終えるたびに子ども達の大きな成長が見られた学期とな

りました。石井小の子どもの生き生きした姿にいつも我々教師たちが励まされています。 

さて、２学期も学習活動の中で友だちとかかわり合い、助け合い、相手のよさに気づかせる体

験をたくさん作ってきました。そんな学習活動が成立するためには、子どもの心の健康が最も大

事であることを感じます。家庭で親から温かい愛情を受け、心のエネルギーを満たして学校に来

る子は、学校でも意欲的です。勉強や友だちとの関わりも前向きで積極的に頑張ります。逆にエ

ネルギーが満たされない子どもは朝から元気がなく、すべてに自信と意欲がありません。何かあ

ると人のせいにしがちで、友だちとのトラブルも起こしやすいです。 

明日から、子どもたちは楽しい冬休みに入ります。保護者の皆様におかれましても正月を迎え、

ゆったりとした気持ちで子どもと関われる一番のチャンスの時ではないかと思います。家族団ら

ん、楽しい年末年始になりますよう願っています。 

 毎月１回昼休み、石井っ子協力員の方々に「お話会」をしていただいています。特に低学年の

子ども達は毎回楽しみしており、図書室にたくさんの子ども達が集まってきます。１２月は、ク

リスマスに関する絵本を選んでいただき読み聞かせをしていただきました。子ども達が、絵本を

見入る、聞き入る姿を見ていると、本来子どもは本好きであることが分かります。また、今回は、

サンタさんも登場。お話の会に参加していた子ども達に素敵なクリスマスカードがプレゼントさ

れ、子ども達も大喜び。楽しいひとときとなりました。（クリスマスカードは、石井っ子協力員の

方々がすべて手作りで制作したものです。本当にありがとうございました。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月に石井小学校ホームページ開設し、カウンター数が８０００を超えました。多くの閲覧ありが

とうございました。更新は不定期ですが、これからも情報を発信していきますので、よろしくお願い

します。 

 （前略・・・２学期で頑張ったことを振り返りました）  

さて、今日はノーベル賞のお話をします。皆さんは、ノーベル賞を知っていますね。今年、２

名の日本人がノーベル賞を受賞しました。同じ日本人としてたいへんうれしく、誇りに思います。

今回は、ノーベル医学生理学賞を受賞した大村智さんの紹介をします。 

大村さんの功績は、オンコセルカという病気の薬の開発でした。オンコセルカという病気はア

フリカ地方に多くある病気で、一旦かかると薬はなく、１年間に約 1800万人がオンコセルカにか

かり、そのうちなんと 27万人が失明していました。大村さんは、今までなかなか開発されなかっ

たオンコセルカという病気を治す薬を作ったのです。全世界の２億人の命を救ったと言われてい

ます。すごい功績です。 

大村さんは、この「奇跡の薬」をあるゴルフ場から採取した土から発見しました。発見した理

由をある雑誌のインタビュー記事では、「たまたま発見しました」と書いてありました。しかし、

校長先生は、テレビで大村さんのインタビューを見て「たまたま」ではないことがよく分かりま

した。大村さんは、薬の開発のために全国各地に出かけ、1年に約 2500回土を採取しています。

菌を培養して調べるのですが、たいていの菌は活用できず失敗の繰り返しで、大変な作業だとい

うことを知りました。 

 大村さんは、テレビのインタビューにこう続けて言いました。 

「やったことはだいたい失敗するわけでしょう。思ったよりはるかに難しかったり、うまくいか

なかったり。しかし、うち 5回、6回、7回やっているうちに、びっくりするぐらい上手くいくと

きがある。その味を味わうと、あとは何回失敗しても怖くない。それが研究の楽しさですよね。 

1 回失敗してそれでだめだと思ったらだめですね。失敗したからよかった、これは絶対役に立つ

と思いながら続けることが大事ですよね。いろいろやりたいことはあると思うけど、これやると

失敗する、じゃなくて、やってみようという気を絶えず起こさなきゃだめ。成功した人は失敗を

言わないですよ。でも人より倍も 3倍も失敗している。だから 1回失敗したからって、若い頃は

どうってことないよ。とにかくやりたいことをやりなさい。」 

 さらに一言こう付け加えました。 

「楽な道、楽な道を行くと本当のいい人生にならないよ。」 

この大村さんの言葉を聞いて、校長先生は、はっとしました。校長先生自身も、これまで、や

る前から失敗を恐れ挑戦できなかったことや怠け心が出てしまい、楽な方、楽な方へと逃げてし

まったことがあったからです。大村さんの言葉は、自分を見つめ直すよいきっかけとなりました。 

みなさんは、大村さんの話を聞いてどう感じたでしょうか？大村さんのように失敗を恐れず、

楽な方、楽な方と逃げずに自分の目標にむけて頑張ってほしいと思います。 

 

 明日から、冬休みに入ります。年末には掃除など家の手伝いをしてください。そして、「急な飛

び出し」「自転車のヘルメット着用」をくれぐれも注意して、事故のない楽しい冬休みにしてくだ

さい。１月８日、元気に会いましょう。 


